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2022 年 1 月 20 日（木）、今年度 2 回目の外国

人児童生徒教育推進協議会（栃木県教育委員会、

9 市 2 町教育委員会・小中学校代表校長）を開催

した。宇都宮市東生涯学習センターで開催予定

であったが、コロナ感染拡大を受けて、急遽オ

ンラインでの開催となった。

まず、田巻が、国際学部附属多文化公共圏セ

ンター事業としての HANDS の今後について報

告した。大学は、法人化以降、6 年ごとの中期計

画中期目標を策定して教育、研究などに取り組

んでいる。今年度は第三期中期目標中期計画の

最終年度に当たり、次年度から 4 期目（2022 年

度～ 2027 年度）に入る。国際学部は第四期の目

標計画を策定するに当たり、今後も HANDS を

展開していくことを決めた。次の 6 年をどのよ

うな HANDS にしていくのか、新たな挑戦のつ

もりで関係者一同向きあっていきたい。なお、

2020 年 8 月に刊行した『宇都宮大学 HANDS10

年史―外国人児童生徒教育支援の実践』は、宇

都宮大学の機関リポジトリへ登録されたので、

電子ファイルとして公開されていることを伝え

ておきたい。

次に、田巻が今年度の活動報告を行った。こ

のなかで、まだ HANDS の直接の事業ではない

が、センターが「とちぎ自主夜間中学」（田巻が

代表を務める「とちぎに夜間中学をつくり育て

る会」が 2021 年 8 月に開校）との協力連携を図っ

ていくことを決めたことを報告するとともに「と

ちぎ自主夜間中学」の活動の様子を紹介した。

とちぎ自主夜間中学宇都宮校は毎週日曜日夜間

に学習活動を行っているが、年齢も国籍も多様

な約 40 名の学習者が学びに来ている。特筆すべ

きは、学齢超過の外国人が学びに来ていること

で、かれらは皆この春に高校受検を予定してい

るが、学齢を超過しているために現在どこの中

学校にも在籍していない。このため、受験資格

の確認や出願書類の準備等は、すべて自分自身

で行わなければならない。かれらは、中学校に

在籍している外国人生徒に比べて、高校受検で

より厳しい状況に置かれていると言える。今後

は、学齢超過者へも視野を広げたい。

特集的なテーマは 2 つで、1 つは、今年度の「多

言語による高校進学ガイダンス」を関係者で振

り返った。今年度県内では、下野新聞社主催の

高等学校進学フェアは中止となったが、HANDS

主催のオンラインガイダンスのほか、栃木市、

小山市、真岡市、佐野市の 4 会場でガイダンス

が実施された。ガイダンスの地域開催はガイダ
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2021 年度多言語による高校進学ガイダンスは

対面 3 回およびオンライン 1 回と合計 4 回の開

催を予定していた。しかし、新型コロナウィル

スの「第 5 波」感染再拡大で、栃木県における

緊急事態宣言が再発令され、下野新聞社主催の

栃木県高等学校進学フェアが中止となった。そ

れにジョイントする形で行う佐野市および宇都

宮市での 2 回の対面ガイダンスも断念せざるを

得なかった。結果、今年度の多言語による高校

進学ガイダンスは本センターが主催する 9 月 20

日のオンラインガイダンスおよび 10 月 2 日の栃

木市教育委員会と共催の形で行う対面ガイダン

スの 2 回のみとなった。

2021 年多言語による高校進学ガイダンスの開催予定と実施状況

ガイダンス名称 開催団体等 日時・会場 参加者 対応言語（通訳）

1
栃 木 県 高 等 学 校 進 学
フェア 2021（多言語によ
る高校進学ガイダンス）

下野新聞社主催
への参加

9/12（日）
佐野市文化会館
（佐野会場）

－
（緊急事態宣言の再発令で中止）

2 オンライン多言語による
高校進学ガイダンス

宇都宮大学国際
学部附属多文化
公共圏センター

9/20（月）
オンライン開催
（ZOOM）

12 家族と
2 名の教員
（見学）

ベトナム語、中国語、
フィリピン語（タガロ
グ）、スペイン語、ポ
ルトガル語

3
栃 木 県 高 等 学 校 進 学
フェア 2021（多言語によ
る高校進学ガイダンス）

下野新聞社主催
への参加

9/23（木）
マロニエプラザ
（宇都宮会場）

－
（緊急事態宣言の再発令で中止）

4
令和 3 年　多言語によ
る進学・学校生活ガイダ
ンス

栃木市教育委員
会と共催

10/2（土）
キョウトウとちぎ
蔵の街楽習館

6 家族
（14 名）

スペイン語、ウルドゥー
語、ネパール語

多文化公共圏センターコーディネーター 鄭　 安 君

ンス参加者に「ローカルな情報」を提供できる

点で重要性が高いことが確認された。ガイダン

スのより有効な実施体制について、今後も本協

議会で活発に議論していきたい。もう 1 つは、

各地域各現場での状況報告と意見交換である。9

月開催時からの様々な変化も報告され、外国人

児童生徒問題の多様化、複雑化が共有された。

このほか、若林センター研究員から、だいじょ

うぶ Net、多言語連絡帳、ガイダンス主催者交

流会（1 月 23 日開催予定）について報告があった。

「ガイダンス主催者交流会報告」（11 頁）でも

触れたが、県内各地域の関係者が定期的に話し

合う本協議会は、全国的にみても本県に特有な

非常に貴重な場となっている。本協議会から外

国人児童生徒を応援するためのアイデアやメッ

セージを発していきたい。

2度目のオンライン多言語による高校進学ガイダンス
「多言語による高校進学ガイダンス」


